
第１学年１組 算数科学習指導案 

日 時 １０月３日（木）第５校時 授業者  場 所 １年１組教室 

単 元 名 ３つのかずのけいさん 

児 童 の 実 態 １学期には、文章問題を読みブロックを操作し、その動きから立式して答えを出すことを
学習した。ほとんどの児童は１０までのたし算、ひき算が正しく計算できるようになったが、
時間のかかる児童も数名いる。 

研究内容について ２－③ 

 

３口の数の加減混合の場面を、ブロックの操作をしながらペアで説明する活動を

通して、自分の考えを確かにし、全体交流で生かすようにする。  

３－① 

 

「始めに、次に、だから」の言葉を使って、筋道を立てて式の説明をすることが

できるようにする。 

本 時 の ね ら い 続いて起きる事柄を、ブロックの操作と結び付けながら１つの式に表すことができる。 

人 権 教 育 の 観 点 ブロックを操作する場面で、ブロックの動きと結び付け、たし算とひき算の混じった１つ
の式に表せることに気付く。（認識力） 

本時の展開（３／６） 

 

時間 過程 ねらい 学 習 活 動 指導・援助※評価規準 
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つ
か
む 

問題を読み、内容をとらえ

ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 本時の課題をつかみ、見通

しをもつことができる。 

１． 問題をつかむ。 

 

 

 

・最初に犬が５ひき乗っている。４ひき降りて、２ひき乗った

から、たし算とひき算の式になる。 

・これも、１つの式に表すことができる。 

２．課題をつかむ。 

 

 

・絵を見せながらお話をす

る。 

・分かっていることや聞い

ていることを明確にす

る。 

・今までの学習と同じよう

に、１つの式に表すこと

ができることから、課題

へとつなげる。 

考
え
を
も
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

深
め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

確
か
に
す
る 

 
 
 
 
 
 
 

 ブロックの操作と結び付

けながら、１つの式に表すこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

場面とブロックの操作と

結び付け、「ひく」の次に「た

す」がつながってきているこ

とから、加減混合の１つの式

になることを説明すること

ができる。 

 

 

確認問題で、もう一度、場

面とブロックの操作と式を

結びつけて説明することが

できる。 

 

 

 

 

 

練習問題で本時の学習の

理解を深める。 

３．自分の考えをもつ。 

             

                            

             

              

 

 

 

 

 

４．ペア交流をし、その後全体交流をする。 

 

 

 

 

 

 

５．確認問題に取り組む。（教科書Ｐ９１の５ 

 

 

 

 

 

６．まとめる。 

 

 

 

 

７．基本問題を解く。教科書Ｐ９１の６ 

・ブロックを操作しながら 

「始めに、次に、だから」

を使って１つの式を考

え、説明できるようにす

る。 

・１つの式にできない児童

には、個別に聞きながら

５－４の続きがあるこ

とから、つなげて＋２と

書くように指導する。 

 

・ペア交流を位置付け、自

分の考えを説明できる

ようにする。 

 

 

 

・ブロックを操作しながら

説明し、１つの式に表す

ようにする。 

 

※３口の数の加減混合の

場面を、ブロックの操作

と結び付けながら１つ

の式に表すことができ

る。 

（数学的な考え方） 

でんしゃにいぬが５ひきのっています。４ひきおりまし

た。２ひきのりました。いぬはなんびきになったでしょう。 

たしざんとひきざんのはいった３つのかずのおはな
しを、１つのしきにあらわそう。 

始めに なしが６個あって３個買ってきたので、 
たし算になって６＋３で９になる。 

次に  ７個食べたのでひき算になり、９－７で２ 
だから  式は ６＋３－７＝２  答え ２個 

たしざんとひきざんのはいったしきも、はなしのじゅんに

つなげて１つのしきにあらわす。 

１つの式は ５－４＋２ 

始めに ●→●●●● 

４ひき降りたので ５－４ 

次に  ●←●● 

２ひき乗ったので １＋２ 

だから１つの式は 

５－４＋２＝３ 答え３びき 

始めに ５匹乗っていて４匹降りたのでひき算になり、 
５－４で１匹残っている。 

次に  そこへ２匹乗ってきたのでたし算になり、 
１＋２で３匹 

だから 式は ５－４＋２＝３  答え ３びき 



１年 １１．３つのかずのけいさん （全６時間） 単元指導計画 

 
 

小単元 時 本時のねらい 主 な 学 習 活 動 評 価 規 準 

３
つ
の
か
ず
の
け
い
さ
ん 

１ 
 
 
イ 

・続いて起こる事

柄をブロックの

操作活動と結び

付けながら立式

することを通し

て、１つの式に

表すよさに気付

き、３口の加法

の計算の仕方が

分かる。   
 

 

１．問題をつかむ。 
いぬは、みんなでなんびきになるでしょう。 
２．課題をつかむ。 
ブロックのうごきにあわせてしきにあらわそう。 
３．自分の考えをもつ。 
・３＋２＝５  ５＋４＝９  こたえ ９ひき 
・３＋２＋４＝９     こたえ９ひき 
４．考えを交流する。 
・３つの数の計算も１つの式に書くことができるんだな。 
・１つの式に表すと、連続した１つの場面であることが分かりやすい。 
５．確認問題をする。 
６．まとめる。 
３つのかずのたしざんも、１つのしきにあらわすことができる。 
７．基本問題に取り組む。 

＜数学的な考え方＞ 
・３口の数の加法の場

面を、１つの式に表

すよさに気付き、計

算することができ

る。 
  

２ 
 
 
イ 

・続いて起こる事

柄をブロックの

操作活動と結び

付けながら１つ

の式に表し、３

口の減法の計算

の仕方が分か

る。 
 

 

１．問題をつかむ。 
いぬは、なんびきになったでしょう。 

２．課題をつかむ。 
３つのかずのひきざんのおはなしを、１つのしきにあらわそう。 

３．自分の考えをもつ。 
・犬をブロックに置き換えて、お話に合わせて操作しながら、式を作る。 
４．考えを交流する。 
・ペアで自分の考えを紹介し合い、発表する。 
・始めに９ひきのっていて、次に３びきおりて、さらに２ひきおりたから、ブロ

ックを順にとっている。だからひき算になる。 
       ９－３－２＝４  こたえ４ひき 
５．確認問題をする。 
６．まとめる。 
３つのかずのひきざんは、ひだりからじゅんにけいさんすればよ

い。 
７．基本問題に取り組む。 

＜数学的な考え方＞ 
・３口の数の減法の場

面を１つの式に表

すよさに気付き、計

算することができ

る。 
 
 

３ 
 
 
イ 

・続いて起こる事

柄を、ブロック

の操作活動と結

び付けながら１

つの式に表すこ

とができる。 
 

 

１．問題をつかむ。 
いぬはなんびきになったでしょう。 
２．課題をつかむ。 
たしざんとひきざんのはいった３つのかずのおはなしを、１つのし

きにあらわそう。 
３． 自分の考えをもつ。 
・犬をブロックに置き換え、お話に合わせて操作しながら、式を作る。 
４．考えを交流する。 
・ペアで自分の考えを紹介し合い、発表する。 
・始めに５ひき乗っていて、次に４ひき降りて、さらに２ひき乗るので、たし算

とひき算になる。  
 ５－４＋２＝３    Ａ ３びき 
５．確認問題をする。 
６．まとめる。 
たしざんとひきざんのはいったしきも、はなしのじゅんにつなげ

て１つのしきにあらわす。 
７．基本問題に取り組む。 

 
＜数学的な考え方＞ 
・３口の数の加減混

合の場面を、ブロッ

クの操作と結び付

けながら１つの式

に表すことができ

る。 
 
 

本時に使う既習内容 
１年１学期 
「ふえるといくつ」 
ブロックや手の動き

で、どんな計算にな

るのかを考え、立式

する。 

本時に使う既習内容 
１年１学期 
「のこりはいくつ」 
ブロックや手の動き

で、どんな計算にな

るのかを考え、立式

する。 

本時に使う既習内容 
１年１学期 
「ふえるといくつ」 
「のこりはいくつ」 
ブロックや手の動き

で、どんな計算にな

るのかを考え、立式

する。 



 
小単元 時 本時のねらい 主 な 学 習 活 動 評 価 規 準 

も
ん
だ
い
づ
く
り 

４ 
 
 
イ 

・加減混合の式と絵

を見て、加減混合の

場面をとらえ、加減

混合の問題を作る

ことができる。 

１． 問題をつかむ。 
３＋５＋２のしきになる問題をつくりましょう。 
２． 課題をつかむ。 
３つのしきになるもんだいをつくろう。 
３． 自分の考えをもつ。 
・子どもが３人遊んでいる。５人遊びに来た。また、２人遊びに

来た。 
・お花の問題、小鳥のもんだいもできる。 
・「あわせていくつ」と「ふえるといくつ」のお話ができる。 
４． 考えを交流する。 
・（例）花の問題 
 赤い花が３本、白い花が５本、黄色い花が２本咲いています。 
花は全部で何本あるでしょう。 
 ３＋５＋２＝９   Ａ ９本 
５． まとめる。 
えのなかからしきのかずとおなじものをみつけ、おはな

しをつくればよい。 
６． 基本問題に取り組む。 

 
＜知・理＞・絵を見て、

合併と増加の場面

を捕らえ、問題を作

ることができてい

る。 
 
 

く
ば
り
か
た 

５ 
 
 
イ 

・同じ数ずつ分ける操

作活動を通して、分

け方を図や式に表

すことができる。 

１．問題をつかむ。 
８このおかしをおなじかずずつわけます。わけかたをえや

しきにかきましょう。 
２．課題をつかむ。 
ぶろっくをつかって、おなじかずずつにわけよう。 

３．自分の考えをもつ。 
・２つにわけると、４こずつになる。  ４＋４ 
・３こずつは、わけられない。 
・２こずつわけることもできる。  ２＋２＋２＋２ 
４． 考えを交流する。 
・４こずつ２つに分ける。４＋４＝８ 
・２こずつ４つに分ける。２＋２＋２＋２＝８ 
５． 確認問題をする。 
６． まとめる。 
 
 
 
７． 基本問題に取り組む。 

 
＜数学的な考え方＞ 
  ・同じ数ずつのいろ

いろな分け方を、ブ

ロックを使って図

や式に表すことが

できる。 
 
 
 
 

か
ず
の
み
か
た 

６ 
 
 
イ 

・答えが同じになる加

法、減法、加減混合

の式を作る活動を

通して、数の見方を

広げることができ

る。 

１．問題をつかむ。 
こたえが８になるたしざんやひきざんのしきを いろい

ろつくりましょう。 
２．課題をつかむ。 
こたえが８になるしきをかんがえよう。 
３．自分の考えをもつ。 
・４＋４  ・４＋２＋２  ・５＋２＋１ 
・１０－１－１  ・７＋３－２  ・１＋３＋３＋１ 
４．考えを交流する。 
・たしざんやひきざんをまぜれば、たくさんできる。 
５．まとめる 
たしざんやひきざんをまぜれば、４つのかずまでのしき

をつくることができる。 
６． 基本問題に取り組む。 
・９や１０になる式をつくる。 

 
＜技能＞ 
同じ答えになる式を

作ることができてい

る。 
 
 

 

本時に使う既習内容 
１年１学期 
「あわせていくつふ

えるといくつ」 
加法には、合併と増

加の場面がある。 

おなじかずずつわけるわけかたは、いくつかある。４

つのかずのしきもある。 

本時に使う既習内容 
１年１学期 
「いくつといくつ」 
ブロックを２つに分

ける。 

本時に使う既習内容 
１年１学期 
「あわせていくつふ

えるといくつ」 
「のこりはいくつち

がいはいくつ」 
たしたりひいたりし

て答えを出す。 



 練習問題指導計画  １年：３つのかずのけいさん  ◆算数の練習  □教科書 

 時 
（まとめの言葉） 

基 本 問 題 チャレンジ問題 

１ 
３つのかずの

たしざんも１つ

のしきにあらわ

すことができる。 

□教科書Ｐ８８ 

 

◆算数の練習Ｐ７ 
（練習１） 
（練習３） 
 

２ 
 ３つのかずの

ひきざんは、ひだ

りからじゅんに

けいさんすれば

よい。 

□教科書Ｐ９０ 

 

◆算数の練習Ｐ８ 
（練習２） 
（練習４） 
 

３ 
 たしざんとひ

きざんのはいっ

たしきも、はなし

のじゅんにつな

げて１つのしき

にあらわす。 

□教科書Ｐ９１ 

 

◆算数の練習Ｐ９ 
（練習１） 
（練習２） 
 

４ 
 えのなかから、

しきのかずとお

なじものをみつ

け、おはなしをつ

くる。 

○３＋５－６のしきになるおはなしをつくりましょ

う。 
◆算数の練習Ｐ１０ 
（練習１） 

５ 
おなじかずず

つわけるわけか

たは、いくつかあ

る。  

□教科書Ｐ９２ 

 

 

◆算数の練習Ｐ１１ 
（練習１） 

６ 
 たしざんやひ

きざんをまぜれ

ば、４つのかずま

でのしきをつく

ることができる。 

□教科書Ｐ９３ 
こたえが９になるたしざんやひきざんのしきを、いろ

いろつくりましょう。 

□教科書Ｐ９３ 
こたえが１０になるたし

ざんやひきざんのしき

を、いろいろつくりまし

ょう。 

 


